
2 回目のファイザーCovid 注射後、女性が首から下に麻痺

を生ずる 

「彼女の手をにぎっていると、全身がぐったりとし、やがて彼女は苦痛で叫

び始めた」――「考えられる最悪の悪夢だった」 

 

 

April 27, 2021 
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https://banned.video/watch?id=608994e18c2e2712c2365ad7 

 

あるテネシー州の女性に、首から下を麻痺させる激しい副作用が起こり、これは Covid-19

ワクチンの 2 回目の注射で起こったものだと言った。 

 

ナッシュビルに住む Brandy McFadden は、4 月 16 日に、2 回目のファイザー注射を受け

た。 

 

その日のうちに、マクファデンは「あまり気分のよくない」状態から、「肺の上部の苦痛で

叫び出す」状態になった。 

 

ブランディは、この問題は、彼女の両脚に、不気味な感覚が起こったことから始まり、「そ

の後それは恐ろしい首の痛みに変わり、それがますますひどくなる一方だった」と言って

いる。 

 

彼女の夫は、緊急の病室へ駆けつけたが、医者たちは問題を診断できない状態だった。 

 

「私は起き上がりましたが、腕も動かず、脚も動かせない状態でした。それで夫は悲鳴を

上げ、医者たちはパニックになっていました」と、ブランディは説明した。 

 

「その答えが何なのか、なぜそれが起こったのか、彼らには全くわからないのです」と、

マクファデンは言った。 

 

ブランディの夫ジェームズは、そのときを思い出し、「私は彼女の手をにぎっていましたが、

それはぐったりとし、身体全体から力が抜けていくようで、そのうちに彼女は苦痛で叫び

始めました…そしてあらゆる試みが、全く役に立たないようでした。」 

https://banned.video/watch?id=608994e18c2e2712c2365ad7


 

この 3 歳児の母は、注射のおかげで入院させられ、歩けないようになったと言っている。 

 

「私は、〈多分何が起こっても、インフルエンザくらいの症状だろう、すでに Covidはすま

せたのだから…〉と思っていました。しかし私は、決して夢にも思わなかったのです――

起き上がることも、トイレに行くこともできず、部屋の向こう側に行くこともできず、立

ち上がって子供たちを抱くこともできないなんて――。 

 

「これは考えることのできる、まさに最悪の悪夢です」と彼女は嘆いた。 

 

WREGによれば、ヴァンダービルト大学メディカル・センターからの、ブランディの「カ

ルテ」には、こう書かれている：—— 

https://wreg.com/news/nashville-woman-unable-to-walk-claims-pfizer-covid-19-vaccine-

is-to-blame/ 

 

  「これらの症状のすべては、暫定的に COVID ワクチンに関係づけられるもので、

ワクチン反応に対する不安を起すゆえに、調査のために VAERS に報告された。」 

 

WSMV の報告はこう言っている：「McFadden はてんかんを持っているので、ピッツバー

グの同じ有害作用を経験した、ある女性に連絡することができた――自分にその自覚はな

かったとしても。」 https://www.wsmv.com/news/woman-lies-paralyzed-in-nashville-

hospital-says-it-happened-after-she-received-pfizer-vaccine/article_78f1b8fa-a4a0-11eb-

af84-3311a4f153c0.html 

 

「この世で最も恐ろしかったことは、完全に健康な状態で眠りにつき、午前一時半に目が

覚めて、自分が全く動けないことでした」と、この女性は言ったという。 

 

この 2つの同じような症例にもかかわらず、ファイザーは声明の中で、自分たちは「麻痺

と、Pfizer-BioNTech の COVID-19ワクチンの関連について、いかなる安全シグナルをも

発見したことはない」と主張した。https://wreg.com/news/nashville-woman-unable-to-

walk-claims-pfizer-covid-19-vaccine-is-to-blame/ 

 

「今日まで、世界中の 2億以上の人々が、我々のワクチンの接種を受けている。ワクチン

に関係のない、深刻な有害な出来事が、不幸なことに、人口全体の中で起こる同じ割合で、

起こる可能性はある」と、この会社は書いている。 
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良い知らせは、ブランディが、足指と腕にわずかに運動能力を回復したことで、集中的な

身体的養生法によって、歩けるようになるまで訓練を受ける予定をしていることである。 

 

不幸なことは、この恐ろしい反動にもかかわらず、マクファデンは人々に、ワクチン接種

を勧めていることである。 

 

（訳者による参考情報 3 件） 

 

https://banned.video/watch?id=6084834cb7625f0944bd46a0 

 

「Joe Rogan は正しい：科学の確認として、子どもや若者は、COVID 症状は軽いが、

COVID-19 GMO注射に対しては激しい有害反応を示す」 

https://www.infowars.com/posts/extreme-vaccine-reactions-worse-in-elderly/ 

 

https://www.infowars.com/posts/big-pharmas-rape-of-all-mankind/ 

 

 

［Greatchain 訳注］ 

 

この参考情報の 3 番目に指摘されている、検査に使われる、マスクや綿棒（swab）の先に、

わずかに見えるゴミのようなものは生物兵器であり、モルゲ（ジェ）ロンス（morgellons）

と呼ばれ、一番上の参考情報に出てくる、ファイザー社の「ワクチン」の浮遊生物の正体

かもしれず、不気味なことは間違いない。モルゲロンスによって発現する恐ろしい顔の出

来物については、次の「ケムトレール症候群」の詳しい情報にも出てくる。コロナによっ

て忘れられたかのようだが、今も、この窓から見えているケムトレールが、我々と地球の

健康に、暗い影を落としていることは疑う余地がない。ケムトレールは依然として、コロ

ナウィルスの「ワクチン」と同様、我々が、真実を問うてはならないものになっている‼ 

http://www.dcsociety.org/2012/info2012/130626.pdf 

http://www.dcsociety.org/2012/info2012/140124.pdf 
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